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タイヤモンドドッグは、その背後にプレゼント箱を隠し持っていた。開けると中から、防
御力を上げてくれるダイヤの腕輪がー
「う～ん、これは、ジェフが装備するといいよ」
ぼくは、ジェフに腕輪を渡した。
「よし、じゃあ、早いとこパワースポットの音を聞いて、ポーラを元にもどしてあげよう」
ダイヤモンドになったポーラを抱き上げ、ぼくらは急ぎ足でパワースポットへ。ダイヤモ
ンドの姿もきれいだけど、やっぱりポーラはふくふくのほっぺがおにあいだよ。ま61。
に610へ
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ポーラが気になったぼくらは、フォーサイドでいうところのモノトリービルへとやってき
た。しかし、ビルの前では頑丈そうな男が通せんぽ。
「オレは眉毛がつながっていて、金歯の男に会いたくない。連れてきたら絶対ここを通さな
いぞ!」と言って、ガンとしてそこを動かない。
「ええと、つまりそれって、そういう男を連れてこいってことなんじゃないかな……」
と、ジェフが解読(?)。ぼくらは、眉毛のつながった金歯男を捜すことにした。
「おい、おまえたち。ハローグッバイするか?

